
 

 

１．まえが

2014 年

学会四国支

工に関する

た。日本の

う北京交通

要望を受け

見学会参

て 33 名。

参加した。

 見学地は

斜面に今年

高知南国道

置された

た中土佐町

号須崎市安

「かんぽの

みながらの

 

２．板木野

 中国視察

して最終便

がき 

10 月 28 日

支部が主催

る現場見学

の落石対策

通大学の呉

けて企画し

参加者は中

第一コンサ

。 

は、一般国

年の 2 月に

道路稲生の

MJ ネット

町久礼の津

安和海岸落

の宿伊野」

の日中落石

野防災の現

察団一行は

便で昨夜高

落石

日、公益社

催する「最

学・学術講演

策技術を見

呉旭(Wu X

したものであ

中国視察団

サルタンツ

道 32 号大

に完成した

の工事現場で

ト、今年の

津波避難タワ

落石防護施設

で学術講演

石技術者交流

現場 

は、北京か

高知に入られ

石対策現

団法人地盤

近の落石対

演会」があ

学したいと

Xu)教授から

ある。 

11 名を含

からは 7 名

豊町板木野

三角フェン

で 1 年前に

6 月に完成

ワー、県道

設群。その

演会と酒を

流会を行っ

ら羽田を経

れた。 
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現場見学・

 

盤工

対策

あっ

とい

らの

含め

名が

野の

ンス、

に設

成し

320

後、

を飲

った。 

 

経由

N

乗車

 見

蒋(

学術講演

NTT 西日本

車。予定よ

見学会の概

(ジャン)先

演会 

本高知東ビ

より若干早い

概要を右城

生が中国語

ビル前で貸切

い 9 時 20

が説明。徳

語に通訳。

右城 猛

切りバスに

分に出発。

徳島大学の

 

猛 

 
に

 

 

 



 

高知 IC

一般国道

到着する

国維持出張

バスの中

地を視察。

バスの車

 三角フェ

C から大豊

32 号に降

と、土佐国

張所長が既

中で永田所

。 

車窓から眺

ェンスを開

IC まで高

り、板木野

国道事務所

既に待機し

所長から説

眺めた板木野

開発・販売

知道を走っ

防災の現地

の永田一人

てくれてい

明を受け、

野洞門 

している株

2 

って

地へ

人南

いた。 

現

 

 

 
株式

会社

聞

支

スが

は

 三

国の

南

社ビーセー

く参加者。

支柱高さ 4

が施工され

500kJ。 

三角フェン

の視察団員

南国市稲生

ーフの松嶋社

 

4m、スパン

れている。

ンスの構造

員。 

生の現場に

社長の説明

ン 4.5m の三

可能吸収エ

を間近で観

向かう途中

明を熱心に

三角フェン

エネルギー

観察する中

中の車中で

に

 
ン

ー

 
中

 
で



 

も、中国の

格はいくら

「メンテナ

どんどん出

の技術者は

 

３．南国市

 南国市稲

IC から高

26 年度供用

められてい

官から説明

切土法面

のMJネッ

れていた。

株式会社の

明していた

の視察団か

らか」「耐用

ナンスの方

出され、松

はとても真

市稲生の工

稲生では、

高知東 IC ま

用を目指し

いる。工事

明していた

面の中段に

ットが延長

。製造販売

の福永氏に

ただいた。

から「三角

用年数は」

方法は」と

松嶋社長が応

真剣で熱心で

工事現場 

高知南国道

までの 4.7km

して急ピッ

事の概要を

ただいた。 

に柵高 3.5m

135mにわ

売会社であ

に MJ ネッ

 

フェンスの

「防食対策

いった質問

応えた。中

である。

道路の南国

m 区間の平

チで工事が

野上直樹監

m、スパン 1

たって施工

るゼニス羽

トについて

3 

の価

は」

問が

中国

 
国南

平成

が進

監督

 
10m

工さ

羽田

て説

４．

 昼

体験

高

キ作

工

り鰹

火で

．黒潮工房

昼食は、中

験の館「黒

高さんら中

作りを体験

工房の店員

鰹に塩を振

で鰹をあぶ

房での昼食 

中土佐町久礼

黒潮工房」。

中国人 4 人

験する。 

員の指導で三

振りかけ、勢

ぶる。 

礼の黒潮本

 

人が、わら焼

三枚に下ろ

勢いよく燃

本陣にある

焼鰹のタタ

ろされた戻

燃える藁の

 

 

 

戻



 

焼きたて

ん大満足。

 

４．津波避

 今年の

波避難タワ

送局の取材

ての鰹のタ

。 

避難タワー

6 月に完成

ワー。バスを

材班が待ち

タタキのお

ー 

成した中土

を降りると

ち構えていた

いしさに皆

佐町久礼の

と NHK 高知

た。 

4 

 

 
皆さ

 
の津

知放

津

課の

の収

億円

とて

避

津波避難タ

の山崎正明

収容が可能

円という説

ても驚いて

避難タワー

タワーについ

明氏より説

能な避難タ

説明に、中

ておられた。

ーの内部も案

いて、中土

明を受けた

ワーの工事

国視察団の

。 

案内してい

 
土佐町総務

た。400 名

事費が 2.3

の皆さんは

いただく。

務

3

は

 



 

５．安和海

 高知県須

所の概要を

安和海岸

カであり，

ロックシェ

ト式ロック

とあらゆる

海岸 

須崎土木事

を説明して

岸は日本に

，落石防護

ェッド，ロ

クネット，

る落石対策

事務所の安居

ていただく。

における落石

護施設の見本

ロックキーパ

ストンガ

策工が施工

居所長に事

。 

石対策のメ

本市である

パー，ポケ

ードなどあ

されている

5 

 
事務

 

 
メッ

る。

ケッ

あり

る。 

四

ン工

賞

 

ロテ

の構

説明

 

四国の産官

工法。2010

している。

ロングスパ

テクトの加

構造的特徴

明を受ける

官学で研究

0 年には国

 

パンを製造販

加賀山社長

徴、可能吸収

る。 

開発したロ

国土交通大臣

販売してい

から、ロン

収エネルギ

ロングスパ

臣表彰を受

いる日本プ

ングスパン

ギーなどの

 
パ

受

 

 
プ

ン



 

天気に恵

者から溜息

ら来られた

ところに住

 

６．講演会

16 時半

最初に私が

と課題」と

恵まれた安

息が漏れる

た方は、「こ

住んでみた

会 

から「かん

が、「日本に

と題して 4

安和海岸の景

るほどの美

こんなに空

たい」と話

ぽの宿伊野

における落

45 分の講演

景色は、参

しさ。北京

気のきれい

していた。

野」で講演会

石対策の現

演をする。

6 

 

 
参加

京か

いな

 

 

会。

現状

 

日本

 最

事で

長で

在

巨大

力的

ロングスパ

本プロテク

最後に、中

であり，落

でもある呂

開発中の防

大な実験設

的に行われ

パンの実験

クトの加賀山

中国の高速鉄

落石防護柵

呂漢川(Lv H

防護柵の実

設備を構え

れている。 

をビデオで

山社長。 

鉄道技術研

の製造販売

Henchuan)氏

実験が紹介

、数多くの

で紹介する

研究所の理

売会社の社

氏から，現

介された。

の実験が精

 

 

 
理

社

現

  

精



 

 コストパ

護柵の開発

ってきた。

 呂社長の

 

７．交流会

18 時 3

前に、日本

国からの参

国支部が出

オリジナル

交流会に

長も駆けつ

しい落石防

や、来年 1

を開催する

の幕開けを

パフォーマ

発に取り組

。 

の説明を熱

会 

0 分より交

本プロテク

参加者 11 名

出版してい

ルボールペ

には、愛媛

つけてくれ

防護工の共

10 月に中国

ることを提

を予感させ

マンスに優

組む呂社長

熱心に聞く、

交流会。交

クトの加賀

名全員に、

いる「落石対

ペンがプレ

媛大学の矢

れた。日中

共同研究に

国の四川で

提案された。

せる貴重な

れた高性能

の情熱が伝

、参加者。

流会が始ま

山社長より

地盤工学会

対策 Q&A」

ゼントされ

田部龍一副

の技術者で

取り組むこ

落石セミナ

。新しい時

一日となっ

7 

能防

伝わ

 
 

 
まる

り中

会四

と

れた。 

副学

で新

こと

ナー

時代

った。 

 交

 

交

飲み

そ

想文

訳

・

あ

ング

多

安全

杜

・

落石

され

値す

交流

He

・

安全

てお

対策

・落

し、

てい

交流会で挨

交流会では

みながら日

その席で、

文を書いて

していただ

日本の落石

ると再認識

グスパンポ

くの実験デ

全な落石対

文山 Du W

ロングスパ

石対策工は

れており、

する技術が

流を期待し

nchuan) 

ロングスパ

全、低コス

おり、将来

策の主流に

落石防護対

、より高い

いこう。(潘

挨拶をされる

は、日本料理

日中技術者が

中国側の

てもらった。

だいたので紹

石防護技術

識できまし

ポケット式

データに基づ

対策が保証

Wenshan) 

パンポケッ

は、急峻な

中国の落石

が多い。今後

したい。(副

パンポケッ

スト、施工容

来、急峻な長

になる。(馮

対策につい

い技術レベル

潘 亜南 Pa

る矢田部先

理を食べ、

が親睦を深

メンバー4

。それを蒋

紹介する。

はやはり世

た。今日見

防護ネット

づき行われ

証されてい

ト式防護ネ

中山間部斜

石対策業界

後の共同研

副団長 呂

ト式防護ネ

容易等の特

長大斜面の

馮 俊徳 Fen

てお互いに

ルの対策工

an Yanan) 

先生 

日本酒を

深めた。 

人から感

蒋先生に翻

 

世界一流で

見学したロ

トの設計は

れており、

る。(団長

ネット等の

斜面に施工

界の学習に

研究や技術

呂 漢川 Lv

ネットは、

特徴を有し

の落石防護

g Junde) 

に切磋琢磨

工を発展し

 

感

翻

で

は、 

長 

工

に

術

v 

し

護

磨



 

最後の締

建築学会地

設計集団有

『3 カ所の

りました。

博士の講演

見交換がで

き、ありが

日本の技術

ました。来

係者を中国

ることを願

締めの挨拶

地盤調査の

有限公司副

の現場を視

。心より感

演、質問に

でき有意義

がとうござい

術者と意見

来年は日本

国に招き、

願っていま

拶は、団長

の秘書長代理

副総行程師で

視察でき、

感謝申しあ

に対する回答

義な時間を持

いました。

見交換を行

本からの技術

もっと交流

ます』と話

の杜 文山

理で中鉄工

でもある。

大変勉強に

げます。右

答、そして

持つことが

交流会では

うことがで

術者、大学

流が深めら

された。

最後に参加

8 

氏。

工程

 

にな

右城

て意

がで

は、

でき

学関

られ

 

８．

 中

発の

西岡

ルタ

会社

書

者に

 J

 

加者全員で

．高知駅で

中国視察団

の列車「南

岡南海男氏

タンツが創

社のロゴマ

「擁壁の設

に魅せられ

JR 高知駅に

で記念撮影

で見送り 

団一行は、1

南風」で京都

氏と見送り

創立 50 周年

マーク入り今

設計法と計算

れて」を贈呈

にて(西岡南

10 月 29 日

都に向けて

に行き、第

年に作った

今治タオル

算例」と

呈させても

南海男氏撮

9 時 13 分

て発った。

第一コンサ

た記念誌と

ル、私の著

「土木技術

もらった。

撮影) 

分

サ

著

術

 

 


